
◆人間国宝（重要無形文化財「蒟
きんま

醤」保持者）、山下義人の初の回顧展！

◆作家による列品解説、開展記念コンサートなど関連イベント多数開催！

◆瀬戸芸 2025 参加展覧会のため、瀬戸芸パスポート提示で観覧料２割引！

添付資料：プレスリリース詳細

　　　　　A4 チラシ

リンク：https://www.city.takamatsu.kagawa.jp/museum/takamatsu/event/exhibitions/exhibition_2025/exhibition_2025/ex_20251011.html

高松市美術館 特別展「蒟醤 山下義人展」を開催します！

高高松松市市 PPrreessss RReelleeaassee

（本発表のお問い合わせ先 ）
  美術館美術課
　広報資料取扱主 任：牧野裕二
　電話：

 

【市長定例記者会見】

令和７年９月３０日

087-823-1711
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■企画概要
特別展「蒟醤 山下義人展」　（瀬戸内国際芸術祭 2025 参加展覧会）

主催 :		 高松市美術館　

共催： 		 四国新聞社

後援： 		 鎌長製衡株式会社、金刀比羅宮、四国旅客鉄道株式会社

助成：		 一般財団法人 自治総合センター、独立行政法人 日本芸術文化振興会

会期：		 2025 年 10 月 11 日（土）～ 11 月 24 日（月・振休）

会場：		 高松市美術館 2階展示室

休館日 :	 月曜日

		  （10 月 13 日（月・祝）、11 月 3 日（月・祝）11 月 24 日（月・振休）は開館、10 月 14 日（火）、

11 月 4 日（火）は休館）

開館時間 :	 9：30 ～ 17：00（金曜日、土曜日は 19：00 閉館／入室は閉館 30 分前まで）

　　　　	 ※初日 10 月 11 日（土）のみ 9：45 ～展示室入室

開展式：	 10 月 11 日（土）9：30 ～

入場料 :	 【一般】800 円（640 円）、【大学生】500 円（400 円）、【高校生以下】無料

		  ※（　）内は 20 名以上の団体料金

	 	 ※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳所持者は入場無料

内容：

　山下義人は 1951 年に高松市に生まれ、香川県立高松工芸高等学校及び香川県漆芸研究所で蒟
きんま

醤をはじめとす

る漆芸技法を幅広く習得しました。卒業後、磯井正美（重要無形文化財「蒟醤」保持者）に師事し、蒟醤の技

の錬磨に努め、1976 年に上京後、田口善国（重要無形文化財「蒔
まきえ

絵」保持者）に師事して蒔絵を学びました。

　山下の蒟醤技法は、「面彫り」の技を特徴としており、幅広い彫りと色埋めを丹念に繰り返し、濃い色から淡

い色に至る数十色の色漆を塗り重ね、緻密なグラデーションを作り上げます。その特徴的な蒟醤と蒔絵を組み

合わせることによって漆の表現の幅を広げ、自然界の微妙な生動を詩情豊かに見せる作品で独自の漆世界を築

きました。2013 年には蒟醤の技法で重要無形文化財保持者（いわゆる人間国宝）に認定されています。

　また、香川県漆芸研究所及び石川県立輪島漆芸技術研修所において技術指導に当たるとともに、日本伝統工

芸展では、鑑・審査委員を歴任するなど、後進の指導・育成にも尽力しています。

　本展は、第 41 回日本伝統工芸展で朝日新聞社賞を受賞した《水の音 蒟醤蒔絵食籠》（1994 年）や、第 52 回

日本伝統工芸展で日本工芸会保持者賞を受賞した《くれない 蒟醤箱》（2005 年）をはじめ、巧みな技によって

生み出された代表作を多数紹介する初の回顧展です。

山下義人　略歴

1951 年香川県生まれ。香川県立高松工芸高等学校漆芸科卒業び香川県漆芸研究

所修了後、磯井正美、田口義国に師事。1989 年・94 年日本伝統工芸展朝日新

聞社賞、2005 年・11 年日本伝統工芸展日本工芸会保持者賞など受賞多数。13

年重要無形文化財保持者「蒟醤」（いわゆる人間国宝）に認定。07 年紫綬褒章、

21 年旭日小綬章受章。現在、日本工芸会参与、香川県漆芸研究所及び石川県

立輪島漆芸技術研修所主任指導員。
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■関連イベント

記念対談「蒟醤 山下義人のわざ（仮）」

国立工芸館館長の唐澤昌宏が、出品作について解説し、山下義人に技法や制作秘話についてお聞きします。

出演：唐澤昌宏（国立工芸館館長）、山下義人

日時：10 月 19 日（日）13：30 ～ 15：00（13：15 開場）

場所：1階講堂

定員：100 名（無料／申込不要、先着順）

岡野弘幹コンサート「音霊の刻 ～蒟醤に捧ぐ～」

国内外で活躍する音楽家・サウンドアーティスト、岡野弘幹が、山下義人が加飾を施したインディアンフルー

トを演奏します。

出演：岡野弘幹（音楽家・サウンドアーティスト）

日時：10 月 11 日（土）① 11：00 ～ 11：30 ② 13：30 ～ 14：00

場所：1階エントランスホール

定員：着席エリア各回 100 席、ほか立ち見（1階、中 2階）有（無料／申込不要）

※着席エリア確約を御希望の方は、専用フォームより事前予約（定員各 100 席）。

列品解説

内容：	 当館学芸員が聞き手となり、漆芸作品の技法や制作について、漆芸家にお聞きします。

日時：	 10 月 12 日（日）14：00 ～　山下義人氏（重要無形文化財（蒟醤）保持者）

	 10 月 26 日（日）14：00 ～　山下亨人氏（公益社団法人日本工芸会 正会員）

会場：	 いずれも 2階展示室

聴講料：無料、申込不要（ただし観覧券は必要です）

ギャラリートーク

内容：	 ボランティア civi による展示解説です。

日時：	 会期中の日曜日（ただし、10 月 12 日、10 月 19 日、10 月 26 日を除く）

	 各日 14：00 ～

会場：	 2 階展示室

参加費：無料（ただし、観覧券は必要です。）、申込不要 

こども向けギャラリートーク

内容：	 当館学芸員による小学生から高校生を対象とした展示解説です。

日時：	 11 月 15 日（土）14：00 ～

会場：	 2 階展示室

参加費：無料、申込不要 

申込専用フォーム
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■関連イベント（つづき）

エントランス・ミニコンサート「山下義人－光と風のあわい－」

日時：	 11 月 9 日（日）13：00 ～ 13：30

演奏：	 ( クラリネット )北野あゆな、金岡夏希　(サクソフォーン )安友孝宣

　　　	( ピアノ )長岡佐和、渡辺真生、中村日瑶里

監修：	 青山夕夏　　協力：香川大学

会場：	 1 階エントランスホール

定員：	 70 名程度

参加費：無料、申込不要

ふらっとアート「お天気モビールをつくろう」

内容：	 様々な材料を使って雲や雨、雷などの天気や植物のモビールをつくります。

対象：	 どなたでも（「つくりかた」を見ながら、いつでも自由に作れます。）

会場：	 中 2階「こども＋（プラス）」

実施日：展覧会会期中の開館時間いつでも

参加費：無料、予約不要
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■広報用画像（ご希望の方は担当にお知らせください。）

キャプション ・ クレジット　（全て山下義人作）

① 「羽の詩 蒔絵蒟醤箱」 1980 年　個人蔵　② 「遥か 蒟醬色紙箱」 1989 年　香川県立ミュージアム蔵　③ 「水の音 蒟醬蒔絵食籠」 1994

年　東京国立博物館蔵　④「くれない 蒟醤箱」 2005 年　高松市美術館蔵　⑤「山笑う 蒟醬箱」2011 年　高松市美術館蔵　⑥「青藍 蒟醤箱」

2021 年　石川県輪島漆芸美術館蔵　①②④⑤は 「撮影 ： 高橋 章」、 ③は Image: TNM Image Archives と明記すること。

① ②

③ ④

⑥

⑤



　　広報資料取扱主任：　岡谷　豊

　　電話：

●SICS桟橋発着のクルーズイベントの概要

１　実施日

　　10月29日（水）　あなぶき香川プロジェクションマッピング2025Halloweenクルーズ ＊定員10名

　　10月30日（木）　あなぶき香川プロジェクションマッピング2025Halloweenクルーズ ＊定員10名

　　11月2日（日）　  うみまちクルーズ　＊定員6名

　　11月8日（土）　  船釣り体験ツアー　＊定員6名

　　11月9日（日）　  鯛漁体験ツアー　　＊定員6名

　　11月15日（土）   寿司クルーズ　　　＊定員10名

２　実施場所

　　SICS桟橋（高松漁港内）

瀬戸内町29-10

３　各イベント詳細及び申込み方法

　　本市又はSICSホームページの専用応募フォームから申し込み

●添付資料

・イベントチラシ

   高松市 Press Release 令和7年9月30日

（本発表のお問い合わせ先）

　   市場管理課　

【市長定例記者会見】高松漁港内の「SICS桟橋」を活用した実証事業について

087-862-3411

　本市では、昨年２月に、株式会社JTB様と包括連携協定を締結し、市場施設のテナント利活用をはじめ、サ

ンポートエリアや瀬戸内諸島との連携による観光交流人口の拡大や、高松漁港を活用した観光振興及び海業

の推進など、各種連携事業を通じて、本市中央卸売市場を中心とする地域活性化に取り組んでおります。

　その第一弾の取組としまして、昨年５月、株式会社JTB様により、うみまち商店街に、飲食店「クセモノ

ズ」が出店され、これまで、市場に出回りにくい魚を活用したメニューの提供を始め、小学生とともに、地

元の食材や市場に出回りにくい食材を使用したレトルトカレーを開発するなど、地域の賑わいづくりやサス

テナブルな意識の醸成に寄与しているところです。

　このような中、第二弾の取組として、株式会社JTB様の御尽力により、海と市場をつなぐ、新たな拠点

「SICS(シックス) ※桟橋」が高松漁港内にオープンしたことを契機としまして、連携事業の一環としてこの

桟橋を拠点に、高松漁港を活用した観光振興及び海業の推進に向けた実証事業を行い、事業化検証のための

ポテンシャル調査を実施することとしました。※SICS（シックス）：JTBの事業（瀬戸内アイランド・コン

シェルジュ・サービス）の略称。

　実証事業の期間は、10月下旬から11月中旬を予定しており、地元の漁業従事者の協力による遊漁船を活用

した海業体験や、チャーター船を利用したイベントクルージングを予定しておりますほか、県立アリーナを

活用した観光コンテンツづくり事業実行委員会が主催する「あなぶきアリーナ香川プロジェクションマッピ

ング2025～Halloween～」を鑑賞するためのクルーズなど、様々な実証事業を行う予定です。

　なお、実証事業への参加申込みは9月30日（火）から順次受付を開始しますので、参加を御希望の方は、本

市又はSICSホームページの専用応募フォームからお申し込みください。

　今後におきましても、地域活性化に向けた取組を継続し、本市中央卸売市場水産物棟を核とした瀬戸内の

海と魚のテーマパークの実現につなげてまいります。

【位置図】

お申し込みは

コチラから

↓

高松市

ＨＰ
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　　広報資料取扱主任：　末原　俊幸

　本市の鬼無・国分寺地区は、松盆栽の生産シェアが全国の８割以上を占める、日本一の松盆栽の産地です。

　この誇るべき文化・産業を広く発信するため、10月3日（金）からスタートする瀬戸内国際芸術祭2025の秋会期

に合わせ、「高松盆栽デジタルスタンプラリー」を開催します。

　このイベントでは、国内外から本市にお越しくださった皆様はもちろん、市民の方々にも高松盆栽を楽しんで

いただけるよう、市内各所に高松盆栽を展示し、盆栽の鑑賞を楽しみながらデジタルスタンプラリーに参加して

いただけます。

　

　〇開催期間　　　　　　令和７年１０月３日（金）～令和７年１１月９日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　（瀬戸内国際芸術祭2025の秋会期）

　

　〇参加料　　　　　　　無料（ただし、玉藻公園と栗林公園は入園料が必要。）

　

　〇チェックポイント　　市内１６か所

＜サンポート高松周辺＞　　　　　　　　　　　　　　　 　＜店舗＞

　　　　　　　　　　　　 ・瀬戸内国際芸術祭公式ショップ「海の市場」 　 ・URBAN RESEARCH DOORS

　　　　　　　　　　　　 ・TAKAMATSU ORNE 4階 　丸亀町グリーン高松店

・高松シンボルタワー 1階 ・イオンモール高松 2階

＜観光施設＞ ・瓦町FLAG 2階

・讃岐おもちゃ美術館 ・JA香川県　高松盆栽の郷

・さぬきフラワーガーデン（園芸総合センター） ・はやし家製麺所　高松空港店

・高松市屋島山上交流拠点施設やしまーる 　＜その他＞

・玉藻公園（高松城址） ・高松市役所本庁舎 １階

・栗林公園

＜宿泊施設＞

・JRホテルクレメント高松

・リーガホテルゼスト高松　　　　　

　

　〇その他　　　　　　 スタンプの取得数に応じて、抽選でプレゼントがあります。

　・スタンプ９つで、高松盆栽　（抽選で２名）

　・スタンプ６つで、高松盆栽オリジナルＴシャツ　（抽選で１０名）

　・スタンプ３つで、ＢＯＮＪＩＮプロジェクト(※）グッズ　（抽選で４０名）

　　　　　　　　　　　　※盆栽のキャラクター「盆人」をシンボルに、香川県の盆栽を日本全国のみならず

　　　　　　　　　　　　　世界へ広める活動を行う、地元香川県出身のクリエーター集団。

　 

　■リンク（特設サイト）： 特設サイト

　　　・https://takamatsu-bonsta2025.net

　■添付資料：

　　・高松盆栽デジタルスタンプラリー（チラシ）.pdf

【市長定例記者会見】高松盆栽デジタルスタンプラリーを開催します！

   高松市 Press Release 令和7年9月30日

　　電話：

（本発表のお問い合わせ先）

　農林水産課

087-839-2422
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